
   
                           

令 和 3 年 4 月 1 3 日 

                        水 管 理 ・ 国 土 保 全 局 防 災 課 

 

凍上災
とうじょうさい

の災害復旧事業の採択要件を定めました 

～ 今冬の異常低温による道路被害の復旧を支援 ～ 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車道中央線に大きなひび割れ           路面の亀甲状のひび割れ 

 （※）採択要件は、（参考資料）をご参照ください。 

 
 

 

 

 

【問い合わせ先】  

国土交通省 水管理・国土保全局 防災課  

災害査定官（改良）  千野  （内線 35-725） 

審査係長       菅間 （内線 35-753）                
 

代表 03-5253-8111、直通 03-5253-8458、F A X 03-5253-1607 

 

●  今冬の異常な低温により、道路の路盤
ろ ば ん

に霜柱が発生し地面が隆起するとい

った凍上現象により、道路舗装にひび割れが発生するなどの被害（凍上災）

が発生しました。 

 

● 国土交通省では平成３０年以来３年ぶりに、凍上災の災害復旧事業を採択

するための要件等を定め、本日付けで地方公共団体向けに通知しました。 

 

● 今後、地方公共団体からの災害状況の報告、申請に基づき、災害査定を実

施し、早期の復旧を支援してまいります。 



今回通知する主な採択要件 

（参考資料） 

 

 

 

令和３年における「凍上災」は、以下の要件を満たす箇所における凍上現象による 

道路の災害とする。 

 

 

○被害のあった地域における今冬の凍結指数（※１）が、１０年確率凍結指数 

（※２）を超えていること。 
 

○凍上災の対象となる道路は、アスファルト厚が３ｃｍ以上のアスファルト舗装 

道路であること。 

 

 

 

※１： ０℃以下を観測した期間における日平均気温（１時から２４時までに毎正時

２４回の観測値の平均）の累計値の最大値と最小値の絶対値の合計 
 

※２： １０年確率凍結指数とは、１０年に１回起こると推定された凍結指数 

 

 

 

 

 

（参考） 凍上災における被災の状況 
 

「凍上災」とは、凍上現象により道路舗装のひび割れが路盤まで及ぶなどにより 

道路に被害が発生する災害。 
 

   凍上現象による災害は、次の２種類があります。 

 

 【１】 冬期の低温によって道路の路盤等に大きな霜柱が発生し地面が隆起すること 

により、道路舗装にひび割れなどが発生。 

 

  【２】 春の融解期に起こる路盤等の支持力低下により、道路舗装に沈下と亀甲状の 

ひび割れなどが発生。 

 

   凍上災が発生すると、路面の平坦性が悪くなったり、ひび割れた舗装の一部がは

がれるなど通行に支障をきたす恐れがあります。 

 



表１ 日平均気温から凍結指数を求める計算例

図１ 凍結指数の考え方

Ａ欄

 

 

◯凍結指数について 
 

凍結指数を求める場合、表１及び図１のように日平均気温の累計値が最大とな

る日を最初として、日平均気温の累計値が最小となる日までの日平均気温を積算

し、日平均気温積算値の±最大値を（Ａ）欄に記入する｡凍結指数は（Ａ）欄に記入

した±最大値の絶対値を加え合わせたものとなる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


